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第
２
回�

定
例
会�

食
育
の
推
進
、地
域
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
質
す�

一
般
質
問�

百
里
特
別
委�

一般質問（要旨）�

飛
行
場
の
利
活
用
で
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る�親と子の料理教室�

議
員（
自
民
）　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
健

全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携
を
図
り
、
食

育
を
県
民
運
動
と
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
ど
う
推
進
し
て
い
く

の
か
。�

知
事
　
食
育
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
の
「
茨
城
県
食
育
推
進

計
画
」
を
今
年
度
策
定
す
る
。
ま
た
、

来
年
一
月
開
催
予
定
の
茨
城
県
食
育
実

践
大
会
に
も
広
く
県
民
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
な
ど
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
食
育

運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。�

議
員
　
湖
沼
の
水
質
浄
化
に
は
、
生
活

排
水
処
理
施
設
の
整
備
や
地
域
住
民
へ

の
啓
発
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
地
道
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
今
後
、
牛
久
沼
の
水
質
浄
化
を
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。�

生
活
環
境
部
長
　
現
在
、
第
二
期
牛
久

沼
水
質
保
全
計
画
の
策
定
に
向
け
準
備

を
進
め
て
お
り
、
生
活
排
水
対
策
を
よ

り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
霞
ケ
浦
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
成
果
を
活

用
し
、
よ
り
効
果
的
な
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
、

県
南
地
域
に
お
け
る
常
磐
線
沿
線
地
域

の
振
興
策
な
ど
も
質
問
）�

議
員（
自
民
）　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

よ
り
よ
い
も
の
と
し
て
推
進
し
て
い
く

に
は
、
地
域
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
の
質
を
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長
　
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
役
割
が
重
要
で
あ
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
保
健
師
や
社
会
福
祉

士
等
の
登
用
や
、
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
に

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
を
は

じ
め
い
ろ
い
ろ
な
方
の
参
加
を
市
町
村

に
働
き
か
け
て
い
く
。�

議
員
　
今
年
十
月
、
全
国
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
、
生
涯
学
習
に

関
す
る
継
続
的
な
施
策
展
開
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。�

教
育
長
　
市
町
村
、
生

涯
学
習
団
体
や
企
業
等

と
の
相
互
連
携
を
さ
ら

に
深
め
な
が
ら
諸
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
に
対
す
る
興

味
や
関
心
の
高
ま
り
を

継
続
的
な
学
習
活
動
に

結
び
つ
け
、
本
県
生
涯

学
習
の
一
層
の
推
進
を

図
る
。�

（
ほ
か
に
、
健
全
な
土

づ
く
り
の
推
進
、
警
察
官
の
大
量
退
職

へ
の
対
応
な
ど
も
質
問
）�

　
平
成
十
八
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
五

日
か
ら
十
六
日
ま
で
十
二
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
は
、
茨
城

県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
な
ど
、
ま
た
、

議
員
か
ら
は
、
茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
並

び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙

す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。�

　
一
般
質
問
で
は
、
食
育
の
推
進
、
地
域
ケ

ア
の
今
後
の
進
め
方
、
理
想
と
す
る
健
康
長

寿
社
会
の
姿
、
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
、
県

北
西
部
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
、
国
際
貢

献
経
験
者
の
教
員
採
用
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。（
二
〜
三
面
に
掲
載
）�

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
大
型

店
の
駆
け
込
み
立
地
対
策
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
対
策
、
発
達
障
害
者
の
相
談
体
制
、
農

協
の
合
併
促
進
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
の
対

処
、
道
徳
の
テ
キ
ス
ト
作
成
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
〜
五
面
に
掲
載
）�

　
百
里
飛
行
場
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、
百
里
飛
行
場
の
利
活
用
の
諸
方
策
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
出
資
団
体
等
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
精
査
団
体
等
か
ら
提
出

さ
れ
た
改
革
工
程
表
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
八
面
に
掲
載
）�

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
意

見
書
、
決
議
な
ど
十
七
の
議
案
が
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

山
岡
　
恒
夫�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

大
高
　
伸
一�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

伊
沢
　
勝
徳�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

臼
井
平
八
郎�

　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

黒
部
　
博
英�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

小
川
　
一
成�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

●
質
問
者�

�

議
員（
自
民
）　
県
で
は
、
本
年
三
月
に
、

第
三
期
い
ば
ら
き
高
齢
者
プ
ラ
ン
21
を

作
成
し
た
が
、
高
齢
者
に
求
め
る
役
割

と
今
後
の
理
想
と
す
る
健
康
長
寿
社
会

の
姿
に
つ
い
て
伺
う
。
　�

知
事
　
す
べ
て
の
高
齢
者
の
方
々
が
い

つ
ま
で
も
健
康
で
、
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
が
理
想
の
健
康
長

寿
社
会
と
考
え
る
。
ま
た
、
高
齢
者
に

求
め
る
役
割
に
つ
い
て
は
、
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
の
方
々
に
は
大
い
に
社
会
に

貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。�

議
員
　
飛
行
船
の
寄
港
地
と
し
て
は
、

そ
の
歴
史
的
経
緯
等
か
ら
土
浦
に
勝
る

地
域
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
昨
年

度
実
施
し
た
飛
行
船
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
の
調
査
の
内
容
や
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。�

企
画
部
長
　
調
査
の
結
果
、
観
光
遊
覧

や
災
害
時
の
広
報
、
環
境
調
査
な
ど
の

活
用
事
例
を
把
握
し
た
。
引
き
続
き
、

飛
行
船
の
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

活
用
方
策
に
つ
い
て
、
土
浦
市
な
ど
と

検
討
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の

対
応
、
全
国
一
の
霞
ヶ
浦
れ
ん
こ
ん
産

地
振
興
策
、
土
浦
駅
前
再
開
発
事
業
の

進
捗
状
況
及
び
支
援
策
な
ど
も
質
問
）�生涯学習フェスティバルのマスコット「マナビィ」�
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議
員（
自
民
）　
県
北
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
制
度
を
考
え
、
県
北
振
興
室
が
地
域

づ
く
り
の
全
庁
的
な
推
進
組
織
と
な
る

こ
と
を
願
う
が
、
県
北
西
部
地
域
の
取

り
組
み
姿
勢
を
伺
う
。�

知
事
　
雇
用
の
場
の
創
出
、
生
活
道
路

の
整
備
、
医
師
の
確
保
等
生
活
環
境
の

向
上
に
努
め
、
周
遊
観
光
の
推
進
な
ど

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。
県
北
振
興

室
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
、
庁
内
部
局
、
市
町
と
連
携
し
、

地
域
の
総
力
を
挙
げ
て
施
策
の
推
進

を
図
り
、
元
気
で
住
み
よ
い
地
域
と

な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。�

議
員
　
悲
願
で
あ
っ
た
常
陸
大
宮
済
生

会
病
院
に
お
け
る
現
在
の
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長
　
医
師
に
つ
い
て
は
予

定
二
十
名
の
う
ち
十
四
名
が
内
定
。
整

形
外
科
、
産
婦
人
科
等
に
つ
い
て
、
今

後
と
も
大
学
に
対
し
派
遣
要
請
を
行

う
。
看
護
師
等
は
、
概
ね
必
要
な
人

員
を
確
保
し
た
。
当
面
、
許
可
病
床
数

百
六
十
床
の
う
ち
百
九
床
で
オ
ー
プ
ン

し
、
平
成
十
九
年
度
に
フ
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
。�

（
ほ
か
に
、
若
年
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
、
林
業
振
興
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

な
ど
も
質
問
）�

議
員（
自
県
ク
）　
全
国
で
年
間
三
万
人

以
上
の
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、

自
殺
予
防
対
策
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

本
県
と
し
て
も
関
係
機
関
が
連
携
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長
　
今
年
度
、
心
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

作
成
や
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

精
神
科
医
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
会
議

を
開
催
し
、
県
内
の
実
態
分
析
や
予
防

に
つ
い
て
意
見
を
伺
う
。
さ
ら
に
、
経

済
・
労
働
・
教
育
界
か
ら
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
効
果
的
な
予
防
対
策
を

協
議
す
る
。�

議
員  

本
県
で
は
平
成
十
三
年
度
か
ら

六
年
間
で
六
百
八
十
五
人
の
警
察
官
が

増
員
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
犯
罪
抑
止

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。�

警
察
本
部
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
や
捜
査
体

制
の
強
化
等
の
た
め
増
員
警
察
官
を
配

置
し
た
結
果
、
刑
法
犯
認
知
件
数
の
三

年
連
続
減
少
や
検
挙
率
向
上
な
ど
一
定

の
成
果
を
見
た
が
、
県
民
が
大
き
な
不

安
や
脅
威
を
感
じ
る
よ
う
な
事
件
は
依

然
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、
警
察
基
盤

や
治
安
対
策
の
強
化
に
一
層
努
め
る
。�

（
ほ
か
に
、
県
西
地
域
に
お
け
る
企
業

誘
致
、
花
の
生
産
振
興
な
ど
も
質
問
）�

一般質問（要旨）�

県北地域の自然を生かした那珂川でのカヌー風景�

与謝野大臣に意見書を�
提出する山口議長（左）�

（
要
旨
）�

決
　
決
　
　
議�

決
　
　
議�

（
要
旨
）�

意
見
意
見
書�

意
見
書�

第
三
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

東
京
招
致
に
関
す
る
決
議�

　
再
び
、
大
都
市
東
京
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
世
界
平
和
を
希

求
す
る
強
い
意
志
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
環
境
に
や
さ
し
く
豊
か
で

安
全
な
成
熟
し
た
首
都
圏
を
実
現
す
る
契

機
と
な
る
。
ま
た
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の

崇
高
な
競
い
合
い
が
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
感
動
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
健
や
か
な
成
長
を
促
し
て
い
く
。�

　
よ
っ
て
、
茨
城
県
議
会
は
、
人
類
の
叡

智
と
創
意
工
夫
を
結
集
し
、
都
市
問
題
の

解
決
に
先
駆
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
東

京
、
日
本
、
そ
し
て
次
世
代
を
担
う
青
少

年
の
未
来
を
切
り
開
く
べ
く
、
平
成
二
十

八
年
開
催
の
第
三
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
東
京
都
招
致
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。�

警察学校で訓練を受ける新人警察官�

百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化
の
関
連
事
業
費

の
確
保
及
び
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書�

　
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
特
段
の
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。�

１
　
百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
開
港
に
向
け
、

更
な
る
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
予

算
の
大
幅
な
増
額
を
図
る
こ
と
。�

２
　
空
港
と
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
連
携

に
よ
り
、
効
果
・
効
率
的
な
広
域
交
通

体
系
を
構
築
す
る
た
め
、
次
の
道
路
に

つ
い
て
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
。�

　
∏
　
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
整
備

計
画
区
間
（（
仮
）
茨
城
町
Ｊ
Ｃ
Ｔ

〜
（
仮
）
鉾
田
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
は

開
港
に
併
せ
た
整
備
促
進
を
、
基
本

計
画
区
間
（
潮
来
Ｉ
Ｃ
〜
（
仮
）
鉾

田
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
整
備
計
画

区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
と
早
期
事
業

化
を
図
る
こ
と
。�

　
π
　
北
関
東
自
動
車
道
及
び
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
の
整
備
促
進
を
図

る
こ
と
。�

　
∫
　
地
域
高
規
格
道
路
百
里
飛
行
場
連

絡
道
路
及
び
国
道
六
号
千
代
田
石
岡

バ
イ
パ
ス
並
び
に
関
連
県
道
の
整
備

促
進
を
図
る
こ
と
。�

真
の
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書�

　
真
に
地
方
分
権
に
資
す
る
改
革
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
に

強
く
要
望
す
る
。�

１
　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
・
地

方
間
の
中
間
支
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
終
支
出
で
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
な
ど
を
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
単
な

る
数
字
合
わ
せ
か
ら
の
総
額
の
削
減
は

行
わ
な
い
こ
と
。�

　
　
ま
た
、
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
簡
素

化
と
い
う
名
目
で
単
純
に
人
口
、
面
積

を
基
準
と
す
る
方
式
を
導
入
す
る
の
で

は
な
く
、
各
地
方
公
共
団
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
財
源
が
保
障

さ
れ
る
よ
う
な
算
定
を
行
う
こ
と
。�

　
　
制
度
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
固

有
の
財
源
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
「
地
方
共
有
税
」
に
変
更
し
て
、

特
別
会
計
に
直
接
繰
り
入
れ
る
方
式
と

し
、
地
方
の
財
源
不
足
を
解
消
す
る
た

め
の
法
定
率
の
引
上
げ
を
行
う
こ
と
。�

２
　
平
成
二
十
年
度
に
廃
止
さ
れ
る
公
営

企
業
金
融
公
庫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役

割
・
機
能
を
引
き
続
き
確
保
す
る
た
め
、

長
期
・
低
利
の
資
金
を
安
定
的
に
供
給

す
る
共
同
債
権
発
行
機
能
を
持
つ
全
国

ベ
ー
ス
の
機
関
の
設
立
な
ど
新
た
な
法

的
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
へ
の
貸
付
・
償
還
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
た
公
営
企
業
金
融
公
庫
の

財
務
基
盤
（
債
権
借
換
損
失
引
当
金
、

公
営
企
業
健
全
化
基
金
等
）
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
組
織
に
確
実
に
承
継
さ
せ

る
こ
と
。�

３
　
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
直

轄
事
業
が
全
国
的
視
野
の
下
に
国
家
的

政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
な
が
ら
、
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
個
別
に
財
政
的
負

担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
不
合

理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
廃
止
す

る
こ
と
。�

４
　
分
権
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地

方
の
意
見
が
政
府
の
政
策
立
案
及
び
執

行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、「（
仮
）
地
方

行
政
財
政
会
議
」
を
法
定
の
組
織
と
し

て
設
置
す
る
こ
と
。�

議
員（
自
民
）　
主
に
途
上
国
の
国

づ
く
り
に
貴
重
な
汗
を
流
す
青
年

海
外
協
力
隊
員
等
の
教
員
へ
の
採

用
は
、
語
学
や
国
際
交
流
等
の
面

で
実
践
的
で
優
秀
な
教
員
を
確
保

す
る
上
で
も
有
意
義
で
あ
り
、
他

の
自
治
体
の
先
行
事
例
も
あ
る
。

本
県
も
国
際
貢
献
活
動
経
験
者
の

採
用
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。�

教
育
長
　
受
験
者
に
対
す
る
公
平

性
の
確
保
を
考
慮
し
つ
つ
、
他
県

の
採
用
方
法
等
を
参
考
に
、
国
際

貢
献
活
動
経
験
者
も
含
め
、
多
様

な
経
歴
を
持
つ
、
よ
り
よ
い
人
材

を
確
保
で
き
る
選
考
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
。�

議
員  

教
育
現
場
で
、
教
師
は
行
動
規

範
に
つ
い
て
曖
昧
な
指
導
を
せ
ず
毅
然

と
し
た
対
応
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
ゼ
ロ
ト
レ
ラ
ン

ス
」
の
導
入
に
は
、
学
校
と
家
庭
が
価

値
観
を
共
有
し
、
規
範
を
明
示
し
て
理

解
を
得
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
本
県

で
も
早
急
に
導
入
す
べ
き
と
考
え
る

が
。�

教
育
長
　
「
ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
」
の
指

導
の
徹
底
と
と
も
に
、
今
後
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
関
係
機
関
等
の
代
表
者
に
よ
る
県

生
徒
指
導
推
進
協
議
会
で
、
毅
然
と
し

た
対
応
に
よ
る
生
徒
指
導
の
新
た
な
方

針
等
を
検
討
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
愛
国
心
、
新
県
計
画
の
財

源
措
置
、
新
規
採
用
教
職
員
研
修
制
度

の
改
革
な
ど
も
質
問
）�

現地のスタッフとともに障害者の職業訓練を行う�
青年海外協力隊員（フィジー）�
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総務企画委員会�

環境商工委員会�

保健福祉委員会�

発
達
障
害
者
の
相
談
体
制
は�

重
層
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築�

大
型
店
の
駆
け
込
み
立
地
対
策
は�

要
綱
で
地
区
計
画
策
定
を
条
件
化�

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
は�

排
出
量
4
・
6
％
削
減
を
目
標�

常任委員会の審議から�

問
　
市
町
村
が
四

十
四
に
再
編
さ
れ

新
し
い
枠
組
み
と

な
っ
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
、
今
後
、

県
が
積
極
的
に
水

道
事
業
を
市
町
村

と
一
緒
に
進
め
て

い
く
体
制
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。�

答
　
市
町
村
に
よ

っ
て
水
需
要
量
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

市
町
村
に
対
す
る

供
給
量
の
バ
ラ
ン

ス
配
分
を
重
視
し

な
が
ら
、
水
道
事

業
を
進
め
て
い
き

た
い
。�

問
　
今
後
の
県
立

病
院
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。�

答
　
友
部
病
院
は
、「
県
立
友
部
病

院
改
築
整
備
検
討
委
員
会
」
等
の
報

告
書
に
加
え
て
、
外
部
の
専
門
家
か

ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
。
中

央
病
院
は
、
急
性
期
医
療
に
つ
い
て
、

が
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
ど
う
し

て
い
く
か
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。�

問
　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は

現
在
、
県
内
に
一
カ
所
の
み
で
あ
る
。

家
族
等
に
と
っ
て
は
相
談
機
関
は
身

近
に
あ
る
方
が
相
談
し
や
す
い
と
思

う
が
、
県
の
考
え
方
は
。�

答
　
専
門
的
な
支
援
は
セ
ン
タ
ー
で
、

日
常
的
な
支
援
は
市
町
村
を
中
心
と

し
た
身
近
な
地
域
の
支
援
機
関
で
と

い
う
役
割
分
担
に
基
づ
き
、
重
層
的

な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。�

問
　
食
の
安
全
に
関
す
る
「
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。�

答
　
こ
れ
ま
で
も
五
保
健
所
で
意
見

交
換
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
平
成

十
八
年
度
は
新
た
に
食
品
衛
生
フ
ェ

ア
や
食
品
表
示
の
相
談
会
等
を
開
催

し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。
ま

た
、
食
品
衛
生
協
会
と
連
携
し
た
情

報
発
信
に
も
努
め
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
の

廃
止
に
伴
う
企
業
局
の
資
金
管
理
運

用
、
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

事
業
展
開
な
ど
も
質
問
）�

問  

ま
ち
づ
く
り
三

法
が
改
正
さ
れ
た
が
、

施
行
前
の
駆
け
込
み

立
地
を
防
ぐ
た
め
、

県
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
伺
う
。�

答  

県
土
利
用
に
関

す
る
要
綱
を
改
正
し
、

来
年
一
月
か
ら
、
開

発
面
積
が
五
㌶
以
上

の
案
件
に
つ
い
て
、

地
区
計
画
策
定
を
事

前
協
議
の
際
の
立
地

承
認
の
条
件
と
す
る
。�

問
　
国
に
お
い
て
、

公
営
企
業
金
融
公
庫

の
廃
止
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
が
、
廃
止

さ
れ
た
場
合
の
影
響

及
び
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。�

答
　
資
本
市
場
か
ら

資
金
を
調
達
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
市
町
村
に
よ
っ
て

金
利
な
ど
の
借
入
条
件
に
差
が
出
て
、

水
道
や
下
水
道
の
料
金
に
格
差
が
生

じ
た
り
、
財
政
を
圧
迫
し
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
地
方
六
団
体
で
は
全
国
組
織
の
共

同
機
関
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。�

問  

収
入
未
済
額
の
徴
収
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
全
庁

的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。�

答  

県
営
住
宅
家
賃
の
場
合
、
高
額

滞
納
者
に
対
し
面
談
指
導
し
、
次
に

呼
び
出
し
て
催
告
を
行
い
、
応
じ
な

い
場
合
に
は
法
的
措
置
を
と
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
現
在
、
各
課
で
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
、
全
体
を
見
た

う
え
で
対
応
し
て
い
く
。�

問
　
県
有
施
設
に
お
け
る
シ
ン
ド
ラ

ー
社
製
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
県
民
の
不

安
解
消
の
た
め
、
早
急
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。�

答
　
県
有
施
設
で
シ
ン
ド
ラ
ー
社
製

十
一
基
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
人
身

の
安
全
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
関
係
課
と
対
応
を
協

議
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
知
事
の
退
職
手
当
の
基

準
、
市
町
村
合
併
の
効
果
の
検
証
、

県
産
材
の
積
極
的
活
用
な
ど
も
質
問
）�

問
　
本
県
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対

策
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
対
す
る
本

県
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。�

答
　
二
〇
一
〇
年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
九
〇
年
度
比
で
４
・
６

％
削
減
す
る
目
標
を
設
定
し
、
事
業

者
に
対
し
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
、

節
電
等
を
促
進
し
て
い
く
。�

問  

霞
ヶ
浦
の
浄
化
に
関
し
て
い
ろ

い
ろ
な
団
体
が
ば
ら
ば
ら
に
活
動
し

て
い
る
が
、
県
が
主
導
し
て
民
間
団

体
を
ま
と
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。�

答
　
現
在
百
三
十
ほ
ど
の
団
体
が
活

動
し
て
い
る
が
、
各
団
体
の
個
性
や

動
機
付
け
を
尊
重
し
な
が
ら
連
携
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
で
市
民
団
体

の
交
流
、
意
見
交
換

会
、
活
動
成
果
の
展

示
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。�

問
　
ま
ち
づ
く
り
三

法
の
改
正
に
よ
り
大

規
模
集
客
施
設
の
立

地
が
規
制
さ
れ
る

が
、
駆
け
込
み
的
な

出
店
計
画
へ
の
対
応

は
。�

答
　
対
応
は
市
町
村

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

適
切
に
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
他
県

で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
よ
う
な
も
の
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
今
後
関

係
部
局
で
協
議
・
検
討
し
て
い
き
た

い
。�

問
　
中
小
企
業
か
ら
は
景
気
回
復
の

実
感
が
わ
か
な
い
と
い
う
声
が
あ
る

が
ど
う
か
。
県
内
に
は
、
中
小
企
業

が
新
産
業
を
起
こ
す
た
め
の
シ
ー
ズ

（
技
術
の
種
）
が
あ
る
が
、
大
企
業

に
し
か
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。�

答
　
業
種
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

る
が
、
景
気
回
復
は
中
途
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
研
究
機
関
等
と
の
橋
渡

し
を
つ
と
め
、
シ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
知
的
財
産
の
活
用
策
、

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
の
事
業

成
果
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
な
ど
も
質
問
）�

食の安全に関する意見交換会�

税財源の確保等を求めた地方６団体による地方自治危機突破総決起大会�

霞ケ浦環境科学センターと市民団体との交流会�
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農林水産委員会�

土木委員会�

文教治安委員会�

道
徳
の
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
は�

若
者
の
実
態
を
把
握
し
作
成�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事
故
の
対
処
は�

指
名
停
止
も
含
め
対
応
検
討�

農
協
の
合
併
促
進
は�

話
し
合
い
に
よ
り
進
め
て
い
く�

問  

留
置
場
が

不
足
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
今

後
の
施
設
の
整

備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。�

答  

昨
年
の
収

容
率
が
１
２
０

％
前
後
と
過
剰

収
容
が
常
態
化

し
て
い
る
た
め
、

検
察
庁
等
へ
早

期
移
監
を
働
き

か
け
る
と
と
も

に
、
今
年
度
か

ら
改
修
に
取
り

組
む
下
妻
警
察

署
に
留
置
場
の

増
設
を
計
画
し

て
い
る
。�

問
　
自
転
車
を
利
用
し
た
観
光
客
集

客
の
動
き
が
あ
る
が
、
タ
ン
デ
ム
自

転
車
（
二
以
上
の
乗
車
・
ペ
ダ
ル
装

置
が
縦
列
に
設
け
ら
れ
た
自
転
車
）

の
規
制
を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。�

答
　
県
内
で
は
、
自
転
車
専
用
道
路

等
十
九
の
路
線
で
タ
ン
デ
ム
自
転
車

の
通
行
が
可
能
で
あ
る
が
、
車
体
が

重
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
い
な
ど

の
特
性
か
ら
、
一
般
道
路
で
の
規
制

解
除
は
危
険
が
大
き
い
と
考
え
る
。�

問
　
来
年
度
か
ら
、
県
立
高
校
で
「
道

徳
」
を
必
修
化
す
る
が
、
生
徒
用
テ

キ
ス
ト
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
寄

せ
集
め
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

の
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

答
　
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
今
の
若
者
の
実
態
を
把

握
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
を
作

っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
高
校
に
お

け
る
道
徳
教
育
の
大
切
さ
を
訴
え
て

い
き
た
い
。�

問
　
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
動
物

を
飼
育
し
て
い
る
小
中
学
校
の
一
部

で
、
土
日
の
餌
を
ま
と
め
て
与
え
て

い
る
実
態
が
あ
る
よ
う
だ
。
親
子
で

一
緒
に
や
る
な
ど
各
学
校
で
よ
り
良

い
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
。�

答
　
各
小
中
学
校
の
実
態
を
把
握
し

た
う
え
で
、
保
護
者
等
へ
の
協
力
を

求
め
る
な
ど
、
各
学
校
を
指
導
し
て

い
き
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
質
の
高
い
警
察
官
確
保

の
た
め
の
対
策
、
小
中
学
校
教
職
員

の
人
事
異
動
の
際
の
条
件
の
見
直
し

な
ど
も
質
問
）�

問
　
市
町
村
合

併
が
進
ん
だ
が
、

農
協
は
合
併
が

進
ん
で
い
る
と

は
い
え
な
い
。

同
一
市
町
村
内

に
複
数
の
農
協

が
あ
る
状
態
を

解
消
す
べ
き
で

は
な
い
か
。�

答  

複
数
の
農

協
の
管
内
と
な

っ
て
い
る
市
町

村
は
、
県
内
に

十
あ
る
。
好
ま

し
く
な
い
状
況

で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
話

し
合
い
に
よ
り

農
協
の
合
併
を

進
め
て
い
き
た
い
。�

問  

霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
つ
い
て

は
、
多
額
の
費
用
を
投
下
し
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
。
霞
ヶ
浦
対
策
局
を
設
置
す

る
な
ど
し
て
、
抜
本
的
な
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。�

答  

組
織
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
関

係
す
る
部
局
に
伝
え
る
。
減
肥
料
・

減
農
薬
施
策
を
は
じ
め
、
農
林
水
産

部
と
し
て
や
れ
る
こ
と
は
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
く
。�

問  

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

弁
当
類
に
県
産
米
を
使
う
よ
う
、
積

極
的
な
売
り
込
み
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。�

答
　
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
コ
ン
ビ

ニ
チ
ェ
ー
ン
四
社
で
九
千
ト
ン
が
取

引
さ
れ
て
い
る
。
県
産
ゆ
め
ひ
た
ち

等
を
多
く
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
、

農
産
物
販
売
推
進
東
京
本
部
を
中
心

に
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。�

問
　
水
田
面
積
の
約
四
割
は
、
生
産

調
整
の
た
め
に
作
付
け
を
行
っ
て
い

な
い
。
こ
の
よ
う
な
水
田
に
つ
い
て

は
、
土
地
改
良
区
へ
の
賦
課
金
を
負

担
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。�

答  

賦
課
金
は
、
水
田
で
水
が
使
え

る
状
態
に
す
る
た
め
、
電
気
代
や
人

件
費
と
し
て
徴
収
し
て
い
る
。
米
の

需
給
調
整
を
図
る
た
め
、
農
家
や
農

業
団
体
等
が
協
力
し
て
生
産
調
整
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

（
ほ
か
に
、
過
去
十
年
の
農
業
政
策

に
つ
い
て
の
所
見
、
農
業
・
農
村
振

興
計
画
に
お
け
る
農
協
等
の
役
割
な

ど
も
質
問
）�

問
　
日
立
市
の
県
営
住
宅
に
お
い
て
、

昨
年
七
月
、
シ
ン
ド
ラ
ー
社
製
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
「
閉
じ
こ
め
事
故
」

が
発
生
し
た
が
、
同
社
の
対
応
状
況

は
ど
う
か
。�

答
　
事
故
の
原
因
解
明
及
び
再
発
防

止
対
策
を
再
三
求
め
て
い
る
が
、
明

確
な
も
の
が
提
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

住
民
説
明
会
へ
の
出
席
を
求
め
た
が
、

出
席
で
き
な
い
と
の
文
書
回
答
が
き

た
。
会
社
の
対
応
は
極
め
て
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

問
　
シ
ン
ド
ラ
ー
社
の
不
誠
実
な
対

応
を
考
え
る
と
、
指
名
停
止
な
ど
も

っ
と
厳
し
く
対
処
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。�

答
　
昨
年
の
事
故
は
被
害
者
の
方
に

誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
、
県

と
し
て
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
指
名
停
止
が

す
ぐ
出
来
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い

が
、
シ
ン
ド
ラ
ー

社
の
対
応
は
不
誠

実
で
あ
り
、
何
ら

か
の
対
応
を
検
討

し
た
い
。�

問
　
国
の
道
路
整

備
の
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）
と
新
県

総
合
計
画
に
位
置

づ
け
た
道
路
整
備

の
整
合
は
と
れ
て

い
る
の
か
。�

答
　
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
今
後
十

年
間
に
必
要
な
事

業
費
は
約
五
十
八

兆
円
と
な
っ
て
お

り
、
本
県
事
業
費
は
約
三
千
四
百
億

円
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
県
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
た
事
業
量
を
積
み
上
げ

た
も
の
で
あ
り
、
整
合
は
図
ら
れ
て

い
る
。�

問
　
県
内
建
設
業
者
の
受
注
機
会
確

保
の
た
め
、
国
土
交
通
省
等
へ
要
望

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
国
の

対
応
は
ど
う
か
。�

答
　
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
国
の
公
共
工
事
に
か

か
る
県
内
業
者
の
受
注
高
は
平
成
十

六
年
度
の
31
・
２
％
に
対
し
、
十
七

年
度
は
45
・
５
％
と
10
％
以
上
向
上

し
て
い
る
。
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
県
土
六
十
分
構
想
、
県

南
広
域
道
路
の
整
備
見
通
し
な
ど
も

質
問
）
　
　
　�

小学校でヤギに餌を与える子どもたち�

霞ヶ浦大橋付近から見た霞ヶ浦�

日立市内の県営住宅におけるエレベーター点検�
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総 務�
企 画�
総 務�
企 画�
委員会�

つくばエクスプレス沿線地域・桜川市中央公民館�

ＴＸの沿線整備状況などを調査�

ＴＸみらい平駅で沿線の整備状況の説明を受ける�

保 健�
福 祉�
保 健�
福 祉�
委員会�

　茨城キリスト教大学附属聖児幼稚園日立園を訪れ、当園が実施している総合施設モデ

ル事業の概要について説明を受けました。総合施設モデル事業は、就学前の教育と保育

を一体として捉えた教育・保育活動をモデル的に実施するもので、平成17年度から国の

委託を受けて取り組んでいます。�

　委員からは、子どもを預けている保護者からの反応について質問がありました。園は、

当事業の利点を生かした預かり体制や、職員一人ひとりが丁寧に子どもと接しているこ

となどを例に挙げ、「安心感を持って子どもを預けられる」と、保護者から好評を得て

いると答えました。そのほか、教育と福祉を区別しない幼児教育のあり方などについて

質問がありました。�

　次に、県立健康プラザを訪れ、県の介護予防施策についての説明のほか、いばらきヘ

ルスロードの普及やシルバーリハビリ体操指導士の養成、食生活改善推進員の研修など

といった、当プラザでの取り組みについて説明を受けました。その後、各種講習会や研

修を行う専用室として今年１月に設けられた、シルバーリハビリ体操室や健康づくり研

修室を視察し、いきいきヘルス体操の実技などを見学しました。�

茨城キリスト教大学附属聖児幼稚園・県立健康プラザ�

総合施設モデル事業の実施園などを調査�

聖児幼稚園で総合施設モデル事業の説明を受ける�

環 境�
商 工�
環 境�
商 工�
委員会�

　古河市の株式会社関商店茨城工場において、新型固形燃料ＲＰＦについて説明を受け、

製造工程を視察しました。ＲＰＦとは、主に産業系廃棄物のうち古紙類及び廃プラスチ

ック類を原料とした高品位の固形燃料で、石炭やコークスなどの化石燃料の代替として

多くの産業に利用されます。この工場では搬入された古紙、廃プラスチック等の99％以

上をＲＰＦとして燃料化しており、再資源化による地球環境の保全・資源循環型社会の

構築例として注目されています。委員からは、製造技術の開発経緯、他の処分方法との

コスト比較、今後の将来展望等について活発な質疑がありました。�

　次に、官公庁施設を核に、市の施設や民間施設と一体的にまちづくりを進めている筑

西市シビックコア地区を訪れました。この地区はＪＲ下館駅の北側500ｍに位置し、古

くから形成されてきた商店街にあり、生活、文化、交流の中心ゾーンとして地域の顔と

なるような新しい魅力とにぎわいに溢れた地域づくりを行っています。地区内の地域交

流施設「アルテリオ」において事業主体の筑西市から説明を受け、まつりなどイベント

による経済効果、シビックコアの今後の取り組み、中心市街地の活性化などについて意

見交換を行いました。�

㈱関商店茨城工場・筑西市シビックコア地区�

新型固形燃料ＲＰＦの製造工程などを調査�

新型固形燃料ＲＰＦの説明を受ける�

　初めに、つくばエクスプレス（ＴＸ）の沿線整備の状況について、みらい平駅周辺の伊奈・谷和原丘陵部地区、続いて萱丸地区、上河原崎・中西地区、

最後に万博記念公園駅周辺の島名・福田坪地区を視察しました。委員から、課題となっている駐車場や道路の整備状況、また、宅地の整備・販売状況や商

業施設の進出状況などまちづくりに関し、活発な質疑がありました。�

　次に、４月に、販売部門と建設部門を一体化するなど、現地におけるまちづくり体制を強化して設置された「つくばまちづくりセンター」において、取

り組み状況や沿線整備の全体概要について説明を受け、県外からの住

宅入居者の割合の状況や、市や都市再生機構との整合などについて質

疑がありました。�

　最後に、桜川市中央公民館において、真壁地区における400年前の江

戸時代の「町割り」や蔵、門などの歴史的建造物の保存、活用による

魅力あるまちづくりに向けた取り組みについて、桜川市から説明を受け、

その後街並みを視察しました。市では、県と連携しながら取り組みを

進め、現在、登録文化財が100件を超え、住民の活動も大変活発になり、

４年目を迎えた雛祭りには８万人を超える来訪者があったとのことで

あり、住民や団体等との連携の状況や登録文化財指定にあたっての課

題や苦労などについて、活発な意見交換を行いました。�
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農 林�
水 産�
農 林�
水 産�
委員会�

　ひたちなか市内で高糖度トマトを栽培している安勝徳氏を訪ねました。委員からは、

安氏の経営理念やトマト栽培の状況などについて質問があり、「経営やマーケティング

の視点を忘れずに自己の創意工夫を生かした農業経営を確立したい」との考えで経営に

取り組んでいること、育苗の省力化や棄却培地の削減を図るため、県園芸研究所が開発

した「培地バッグを利用した高糖度トマトの生産方式」を採用していること、ＪＡひた

ちなかトマト部会に高糖度トマト研究会を設立して、５人の会員生産者により計7,500

㎡のハウスで栽培に取り組み、組織的な販売を行っていることなどの説明を受けました。�

　次に、東京都内を中心に52店舗を展開している中堅スーパーのセイフー柴又店（葛飾

区）を訪れて、本県農産物の販売状況について質疑を行いました。店舗からは、「いば

らき農産物提供店」の指定を受けて、ＪＡなめがたやＪＡかしまなだ等の本県鹿行地域

の農産物を中心に販売を行っている状況について説明がありました。さらに、東京都中

央卸売市場大田市場（大田区）を訪れ、本県農産物の取引状況について説明を受けまし

た。市場卸会社からは、「調理が簡便な野菜が好まれる」「食育が進むと青果物の消費量

は上がると思われる」などの意見がありました。�

高糖度トマト栽培農家・㈱セイフー柴又店・東京都中央卸売市場大田市場�

高糖度トマトの栽培状況などを調査�

東京都中央卸売市場大田市場を視察�

文 教�
治 安�
文 教�
治 安�
委員会�

  水戸市立第一中学校を訪れ、体験的な活動を生かした心の教育の推進など豊かな心を

はぐくむ教育の実施状況について、説明を受けました。その後、１年生の「凍りついた

ザイル」、２年生の「私たちのさわやかマナーアップ」、３年生の「僕は伴走者」を題

材とした道徳の授業の状況を視察しました。委員からは、道徳の授業を進めるにあたっ

ての学校全体としての推進体制や他校との交流状況等について質問がありました。�

　次に訪れた県立緑岡高等学校では、学力向上のための施策として、英語、数学に非常

勤講師各２名を配置し、学習習熟度別や進路別によるクラス編成で少人数指導等を実施

する「高等学校学力向上スーパープラン（大学進学ジャンプアップスクール）」事業の

取り組み状況やその成果について説明を受け、その後、同事業による少人数授業の様子

を視察しました。�

　最後に、県警察本部の科学捜査研究所において、同研究所の概要や課題等について説

明を受けました。委員からは、年々増加するＤＮＡ型鑑定に対し、今後どのように対応

するのか質問があり、県警では増加する業務量に対応するため、体制の整備に努めてい

きたいと答えました。その後、ＤＮＡ型の鑑定やポリグラフ検査・鑑定等の活動状況を

視察しました。�

水戸市立第一中学校・県立緑岡高等学校・県警察本部科学捜査研究所�

最新の科学捜査活動の状況などを調査�

科学捜査研究所で検査器材の説明を受ける�

土 木�土 木�
委員会�

　高萩土木事務所を訪れ、主要地方道日立笠間線の道路改良事業や有明・高浜海岸高潮

対策事業などの説明を受けました。�

　委員からは、県北地域は道路整備が特に遅れており、県北振興のためには道路は欠か

せないものであることから集中的に推進すべきとの意見があり、県は、予算が縮小して

いる中ではあるが、重点的に進めるべきところは進め、整備効果を上げていきたいと答

えました。�

　その後、本年３月に開通した国道461号いぶき橋、交通渋滞緩和や老朽化のため架け

替え工事が進められている国道245号新茂宮橋を訪れ、進捗状況を確認しました。�

　次に、常陸太田土木事務所を訪れ、国道461号道路橋梁改良事業や常陸那珂港山方線

（仮称木島橋）久慈川架橋整備事業などの説明を受けました。�

　委員からは、国道461号は車がすれ違えないなど非常に狭くひどい状況にあるが、観

光道路の役割も果たしていることから早急に整備を進めるべきとの意見があり、県は、

できる限り整備に努めていきたいと答えました。�

　その後、交通渋滞解消のため工事が進められている都市計画道路木崎稲木線や国道

293号常陸太田東バイパスを訪れ、進捗状況を確認しました。�

国道461号いぶき橋・国道245号新茂宮橋・国道293号常陸太田東バイパス�

老朽化による橋の架け替え工事などを調査�

国道245号新茂宮橋の工事概要の説明を受ける�
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百
里
飛
行
場
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会�

本
県
の
振
興
、活
性
化
に
寄
与
す
る�

空
港
づ
く
り
、利
活
用
方
策
を
提
言�

　
こ
れ
ま
で
に
十
五
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
出
資
団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計

に
係
る
諸
問
題
を
踏
ま
え
た
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
五
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
十
三

回
委
員
会
で
は
、
本
県
の
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
設
置
根
拠
や
目
的
、
予
算
規
模

等
に
係
る
全
体
的
な
説
明
の
後
、
各
会
計

別
の
事
業
内
容
、
収
支
状
況
、
財
産
状
況
、

運
営
上
の
課
題
等
に
つ
い
て
の
説
明
及
び

質
疑
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
精
査
が
必
要
な

会
計
と
し
て
、
「
県
競
輪
事
業
特
別
会
計
」

及
び
「
県
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成
事
業

特
別
会
計
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
五
月
三
十
一
日
の
第
十
四
回
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ら
二
会
計
に
お
け
る
課
題
及
び

改
善
方
針
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
保

有
資
産
等
の
適
切
な
管
理
・
処
分
等
の
推

進
や
組
織
体
制
の
効
果
的
・
効
率
的
な
運

営
等
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
六
月
十
五
日
の
第
十
五
回
委
員
会
で
は
、

県
出
資
団
体
等
の
う
ち
三
月
の
第
二
次
中

間
報
告
に
お
い
て
改
革
工
程
表
の
提
出
を

求
め
て
い
た
、
ú
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振

興
機
構
、
㈱
ひ
た
ち
な
か
都
市
開
発
、
鹿

島
都
市
開
発
㈱
、
ú
茨
城
県
開
発
公
社
、

茨
城
県
土
地
開
発
公
社
、
茨
城
県
住
宅
供

給
公
社
の
精
査
六
団
体
及
び
病
院
事
業
会

計
か
ら
報
告
が
あ
り
、
経
営
改
善
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
策
や
、
年
度
ご
と

の
数
値
目
標
等
の
設
定
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
各
団
体
等
の
役
員
か
ら
今

後
の
運
営
や
最
優
先
課
題
に
取
り
組
む
決

意
に
つ
い
て
聴
取
し
、
委
員
か
ら
は
工
程

表
の
確
実
な
実
施
や
、
よ
り
積
極
的
な
取

り
組
み
を
求
め
る
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し

た
。�

　
今
後
は
、
最
終
報
告
書
の
作
成
に
向
け

協
議
を
行
い
、
九
月
の
第
三
回
定
例
会
で

調
査
結
果
の
報
告
を
行
う
予
定
で
す
。�

  

こ
れ
ま
で
本
県
の
振
興
・
活
性
化
に
向

け
た
百
里
飛
行
場
の
利
活
用
の
諸
方
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
精
力
的
に
調
査
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
六
月
十
四
日
の
第
七

回
委
員
会
で
、
委
員
会
の
調
査
報
告
書
を

と
り
ま
と
め
、
定
例
会
最
終
日
に
、
桜
井

委
員
長
か
ら
調
査
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

【
調
査
結
果
報
告
】�

Ⅰ
　
百
里
飛
行
場
の
目
指
す
べ
き
姿�

　
「
首
都
圏
の
北
の
玄
関
口
」
を
目
指
す�

（
基
本
方
向
）�

・
平
成
二
十
一
年
度
の
開
港
を
目
指
す
こ

と�

・
航
空
貨
物
に
取
り
組
む
こ
と�

・
空
港
の
国
際
化
に
取
り
組
む
こ
と�

・
成
田
空
港
と
の
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
、

等�

Ⅱ
　
百
里
飛
行
場
を
生
か
し
た
地
域
振
興

方
策
の
あ
り
方�

①
県
の
情
報
発
信�

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
重
要
な
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
、
等�

②
県
内
産
業
の
振
興�

・
百
里
を
生
か
し
た
商
工
業
、
観
光
、
農

林
水
産
業
び
科
学
技
術
の
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と�

③
地
域
づ
く
り�

・
空
港
を
生
か
し
た
都
市
づ
く
り
、
防
災

拠
点
整
備
、
国
際
化
の
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
、
等�

Ⅲ
　
百
里
飛
行
場
の
整
備
推
進
方
策
の
あ

り
方�

①
交
通
ア
ク
セ
ス�

・
分
か
り
や
す
い
ア
ク
セ
ス
を
示
す
と
と

も
に
、
首
都
圏
や
県
南
西
を
に
ら
ん
だ

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備
や
、
連
絡

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
、
等�

②
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
空
港
運
営
の
あ
り

方�・
駐
車
場
の
無
料
化
、
出
発
時
間
な
ど
貨

物
に
配
慮
し
た
空
港
運
営
、
人
々
が
集

い
活
動
す
る
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
の
空
港
整
備
、
治
安
の
確
保
に
取
り

組
む
こ
と
、
等�

③
推
進
体
制
の
整
備�

・
平
成
十
八
年
度
か
ら
庁
内
推
進
組
織
の

強
化
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
全
県
的
な
利
用
促
進
体

制
の
確
立
や
、
就
航
会
社
の
早
期
決
定

に
取
り
組
む
こ
と
、
等�

④
そ
の
他�

・
愛
称
は
重
要
で
あ
る
こ
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
税

関
、
出
入
国
管
理
、
検
疫
）
体
制
の
整

備
や
、
将
来
を
見
据
え
た
用
地
の
確
保

等
に
取
り
組
む
こ
と�

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会�

精
査
団
体
等
提
出
の�

改
革
工
程
表
に
つ
い
て
審
議�

お知らせ�お知らせ�
　次回の、平成18年第３回定例
県議会は、９月５日から９月27
日までの23日間の会期日程で開
催される予定です。�

月日��
�
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議　事　予　定�
議会運営委員会�
本会議（開会、知事提出議案
説明）�
議案調査�
議案調査�
議会運営委員会�
本会議（代表質問・質疑）�
�
�
議会運営委員会�
本会議（代表質問・質疑）�
議会運営委員会�
本会議（一般質問・質疑）�
議会運営委員会�
本会議（一般質問・質疑）�
議会運営委員会�
本会議（一般質問・質疑�
議案常任委員会付託）�
常任委員会�
�
�
�
常任委員会�
議会運営委員会�
本会議（予算関係議案常任委
員長報告・予算関係議案予算
決算特別委員会再付託）�
予算決算特別委員会�
予算決算特別委員会�
�
�
県出資団体等調査特別委員会�
議事整理�
議会運営委員会�
本会議（委員長報告、採決、
閉会）�

曜�
�
火�
�
水�
木�

金�

土�
日�

月�
�
火�
�
水�
�

木�
�
金�
土�
日�
月�
火�
�

水�
�

木�
金�
土�
日�
月�
火�
�
水�

総
務
企
画
委
員
会�

○
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
割
り
・
定

数
問
題
に
関
す
る
請
願�

保
健
福
祉
委
員
会�

○
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解
禁
に
反
対
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願�

○
安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療
・
看
護
を
実
現
す

る
た
め
の
看
護
師
等
の
増
員
に
関
す
る
請
願�

農
林
水
産
委
員
会�

○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
請
願�

土
木
委
員
会�

○
県
営
本
１
丁
目
ア
パ
ー
ト
の
建
替
え
と
新
川

の
本
格
的
改
修
を
求
め
る
請
願�

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た�

請
願
の
審
査
結
果�

�

継�
��

継�
�

不�
��

継�
�

継�

�

議
員
提
出�

○
茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙

区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例�

知
事
提
出�

◆
条
例
の
制
定�

○
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例�

○
茨
城
県
医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例�

◆
条
例
の
一
部
改
正�

○
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
教
育

長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
補
助
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

○
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
設
置
、
管
理
及
び
職
員
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

◆
そ
の
他�

○
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
　
ほ
か
二
件�

今
定
例
会
で�

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案�

　本会議は、特別の場合を除き、誰でも傍聴できます。

傍聴を希望される方は、県議会議事堂の傍聴受付で

傍聴券を受け取って入場してください。�

　詳細について知りたい方は、議会事務局議事課に

お尋ねください。�

県議会を傍聴しませんか�

電　話　029-301-5634�
ＦＡＸ　029-301-5629

お 問 い�
合わせ先�

　
六
月
五
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
五
月
二
十

八
日
の
茨
城
県
議
会
議

員
補
欠
選
挙
で
当
選
し

た
渡
辺
浩
一
議
員
を
、

保
健
福
祉
委
員
会
及
び

予
算
決
算
特
別
委
員
会

の
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。� 議

会
人
事

議
会
人
事�

議
会
人
事�

議
会
人
事�

渡辺浩一議員�

不
…
不
採
択
／
継
…
継
続
審
査�
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